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発行：埼玉県立循環器・呼吸器病センター（地域医療連携室） 

   〒３６０－０１９７ 

   埼玉県熊谷市板井１６９６  電話０４８－５３６－９９００ 
  
 
 初冬の候、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
当センターは、平成 29年 3月に新館が完成し、北部保健医療圏初となる緩和ケア病床を新設しま

す。これに伴い、今年度の「いきいき健康塾」では緩和ケアをテーマとしました。当日はとても寒
い日でしたが、大勢の方に参加していただきありがとうございました。緩和ケアについて、ご理解
いただけたことと思います。また、新館棟では外来化学療法室やハイブリッド手術室を設置し医療
機能を充実させる予定です。今後とも、医師会の先生方と連携し病院運営を行っていきますので、
御指導、御鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。                    

病院長 星 永進 

 

【着任のごあいさつ】 

 
 11月から循環器・呼吸器病センターに赴任した黒澤 永と申します。

当センターでは平成 29年 3月に北部保健医療圏初の緩和ケア病棟を開

棟する予定になっており、その立ち上げから運営に携わる予定です。 

 抗がん剤治療を開始した時点で、がんによる痛みを感じる場合があり

ます。また、「がん」という病気になった時点で多くの患者さんやご家

族は不安やストレスを感じます。緩和ケアとはこれらの身体的、精神的

苦痛を少しでも和らげることを目標とするケアです。 

 私は平成 6年に千葉大学卒業後、千葉大学病院、都立府中病院（現多

摩総合医療センター）、千葉県済生会習志野病院などで消化器外科を中

心とした外科一般を経験してきました。 

 平成 18年に出身地に近い深谷赤十字病院に赴任しました。もともと緩和ケアに興味があり学

会参加などを通じて学んでいましたが、基本的には普通の外科医として働いておりました。し

かし、徐々に緩和ケアに専念したい気持ちになり、平成 22年に埼玉県立がんセンター緩和ケア

科に移動しました。平成 25年より出身地に近い行田総合病院緩和ケア内科勤務を経て、今回当

センターに赴任しました。 

 平成 29年 3月までは緩和ケア病棟立ち上げの準備の他に、現在当センターで治療を受けてい

る患者さんで辛い症状でお困りの方の主治医の先生のサポートを行ってまいります。お困りの

方は主治医の先生もしくは担当の看護師にご相談ください。 

 3月以降は緩和ケア病棟が開棟します。緩和ケア病棟は残念ながら抗がん治療が無効になり

継続できなくなった方や様々な事情で当初から治療が行えない方、ご自身の意思で抗がん治療

を受けない方の辛い症状を緩和する場所です。辛い症状が緩和され自宅での生活を希望される

場合は、地元の開業医の先生や訪問看護師、ヘルパーの方たちと協力し在宅療養に移行するこ

とも可能です。また、その場合は体調が悪くなったら再入院も可能です。 

 緩和ケア病棟に入院をご希望の方は、主治医の先生からの紹介が必要で初回は予約が必要で

す。緩和ケア病棟に入院したい意思が確認できれば、それ以降は状態が変わったときに臨時の

対応も可能です。 

 今までなかった地域の緩和ケアの発展のため、少しでもお役に立てればと思っております。

これからよろしくお願いいたします。 

                         緩和ケア科副部長 黒澤 永
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■新館棟整備後の病床数：343床（一般病床 292床（うち緩和ケア 24床）、感染症病床 21床、結

核病床 30床）  

 

 １ 主な整備内容              ２ 新館棟の概要  

  

  

「新館棟」平成２９年３月下旬オープン予定！ 

構造：鉄骨造 地上４階建 

面積：延べ 14,197平方メートル 

工事期間：Ｈ27年 10月～Ｈ29年 1月予定 

 

  

4階 病棟（呼吸器系病床・感染症病床） 

3階 
病棟（呼吸器系病床・感染症病

床・緩和ケア病床） 

2階 
手術室・集中治療室（ＩＣＵ・Ｒ

ＣＵ） 

1階 
呼吸器系外来診察室・病理・外来

化学療法室・コンビニ 

 

（1）新たな政策医療の新設 

   ①緩和ケア病床の新設（２４床） 

   ②感染症病床の新設（２１床） 

（2）高度・先進医療への対応 

   ①呼吸器専門集中治療室（ＲＣＵ）の

新設（８床） 

   ②外来化学療法室の移設・拡充（ベッ

ド１０台） 

   ③手術室の移設・充実 

    （５室、うち 1室に血管造影装置を備え

たハイブリッド手術室として整備） 

   ④呼吸器病棟の個室割合の増加 

    （34％→79％） 

   ☆呼吸器系病床はＡ病棟 1～3階→新館 3・

4階 

（3）機能の集約 

   ①手術室、診察室、病理検査等を集約 

   ☆呼吸器系外来は治療棟→新館棟 

（4）快適な療養環境づくり 

   ①飲食・物販の充実（コンビニの導入） 

   ②緩和ケア病床の完全個室化 
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【外来化学療法室の紹介】 

 

 これまで化学療法は入院が基本でした。しかし、近年は新規抗癌剤の登場、制吐剤等の支持

薬の進歩により、副作用のコントロールが可能となり、外来でも安全に治療が行なえるように

なりました。外来化学療法(通院治療)の利点は、通常の日常生活を送りながら、治療を継続で

き QOLの向上が図れることです。 

当センターでも 2010年に外来化学療法室を 4床で開設しました。対象疾患としては肺癌が大

部分を占めています。肺癌患者数の増加や、新規抗癌剤、分子標的薬、免疫療法の登場による

治療成績の向上もあり、外来化学療法室を利用する患者数も年々増加し、4 床では対応が困難

となってきました。 

これに対応するため、外来化学療法室は 2017年 3月に新館棟に移転し、10床(ベッド 6台・

リクライニングチェアー4台)に拡充します。設備としては、患者様や付添のご家族の方が治療

中リラックスして過ごしていただけるように 10床全てにテレビを配置し、室内にはラウンジ・

更衣室・パウダールーム・トイレを設けました。また、各床の間隔も現在より広くなり、患者

様の安全・プライバシーの確保を考慮した配置になっています。 

入院治療から外来治療移行時には病棟看護師から申し送りがあり、継続看護ができるように

しています。治療中はがん化学療法認定看護師をはじめとする専任の看護師が常駐しており、

患者様の体調をきめ細かく観察し、できるだけ安心して治療が受けられるようにしています。

また点滴治療の時間を利用して、治療を受けた患者様やご家族が帰宅後も安心して日常生活で

きるようにセルフケア支援・副作用緩和等のアドバイスも行っています。 

患者様にとって快適で安心・安全に個々の病状に応じた治療が受けられるよう、主治医・看

護師・薬剤師が密に連携をとりながら治療を行ってまいります。 

 

呼吸器内科医長 鍵山 奈保 
 

【いきいき健康塾ｉｎ熊谷を開催しました！】 

 

病院の使命は、病気の患者さんへ良質な医療の提供

を行うことが第一ですが、県民の健康保持を担うこと

も重要な役目です。  

当センターでは平成１３年からこの健康保持を目

的とした医療講演や医療相談を「いきいき健康塾」と

して行っています。 

現在整備中の新館棟に北部保健医療圏初となる緩

和ケア病床を新設することから、本年度は「緩和ケア」

をテーマとして開催しました。 

例年は地域に出向き実施をしておりましたが、医療機関や訪問看護事業所等、緩和ケアに関

わりの深い事業所の方に大勢参加いただけるよう、より広い会場として当センター講堂で行い

ました。 

当日は大変寒い日となってしまいましたが、個人・事業所ともに数多くの方にご参加をいた

だき、県外の方にもご参加をいただくことができました。 

 医療講演会では、栁澤副病院長兼緩和ケア科長を座長に、緩和ケア科の黒澤副部長と呼吸器

内科病棟の塚田看護師長から、新しく整備する病棟の紹介や「緩和ケアとはなんだろう」とい

う素朴な疑問についてわかりやすくお話をさせていただきました。 

 アンケートでは回答者全員から「参考になった」とのご意見いただき、医療講演会後の緩和

ケア相談会も含め、ご好評をいただけたものと考えております。 

 参加者からいただいた「この地域に緩和ケア病棟が整備され心強い」との御意見を励みに、

平成２９年３月オープンが好調にスタートできるよう、職員一同、準備を進めて参ります。 


